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2015 年 9 月版 プランナー屋根材質選択の解説

屋根⼊⼒ 新屋根材質変更ダイアログについて 

■屋根⼊⼒／変更の材質変更ダイアログに「パース⽤材質」と「⽴⾯図⽤ハッチング」を実装し、「パースと⽴⾯図作成」の連動設
定を同時に⼊⼒する事が可能となりました。 この連動設定によりプレゼンパース及び⽴⾯図⾃動作成が円滑に⾏えます。
※屋根タイプ（屋根１〜５）＋⽞関庇に設定できる「材質とハッチング」の組み合わせは、１パターンのみとなります.

屋根タイプ毎に材質とハッチングの種別変更が可能です。詳しくは、２ページ以降の解説をご確認下さい。

現⾏ダイアログ 新屋根材質変更ダイアログ 

屋根⼊⼒ 操作画⾯ 

❶屋根タイプ選択ボタン
（屋根１〜５）＋⽞関庇

屋根タイプボタンに（⻘ライン=選択中）を
実装して切替表⽰を分かり易くしまた。   

屋根⾯の情報（材質・ハッチンク゛）は、屋
根１〜５のボタンを切り替えて変更します。 
※２ページ⽬に操作解説

❷屋根タイプ
「パース⽤の材質」と「⽴⾯図⽤のハッチン
グ」設定を同⼀画⾯に表⽰させ、連動設定
を分かり易くしています。

❸屋根タイプ情報
選択中の屋根タイプ情報を表⽰します。
「材質︓材質マスタ番号」を表⽰。
「ハッチング︓種別・⼨法」を表⽰。

改良ポイント 

❶ 

❷ 

❸ 

■「材質変更」アイコン
材質変更ダイアログを表⽰。 ■選択中の屋根⾯に屋根タイプ

（屋根１〜５）＋屋根庇の⽂字が
表⽰されます。
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屋根 ⾃動⼊⼒の屋根タイプ（屋根１〜５）の選択

屋根⼊⼒ 新屋根材質変更ダイアログの操作について 
■新規で屋根を⼊⼒する場合の屋根⾯は、屋根タイプ（屋根１〜５）を選択することで⾃動割り付けされます。
この章では、新屋根材質変更ダイアログを活⽤したパース⽤「屋根材質」と⽴⾯図⾯⽤「ハッチング」の割り付け⽅法を
解説します。

【操作解説１】︓新規で屋根⾃動⼊⼒を⾏う場合の「屋根１」の材質を変更するケース

❶屋根の⼊⼒階を選択し、⾃動⼊⼒（寄棟・切妻・陸屋根）を選択します。
❷「屋根⾃動処理」ダイアログ内の❸「屋根１ 選択材質」を押します。
❹「屋根材質変更」ダイアログ内の❺「屋根１の材質画像」を押し、「材質選択」から別の材質を選

択後に❻「ＯＫ」を押してダイアログを閉じます。
「屋根⾃動処理ダイアログ内の❼の「表⽰階処理」「全階処理」の何れかを押して屋根⾃動⼊⼒を
完了します。   
【ワンポイント】 
※❼ の「表⽰階処理」は、⼊⼒階の⾃動作成に利⽤、「全階処理」は、全ての階への⾃動作成
となります。 ⾃社でよく利⽤する屋根材質を「屋根１」の材質設定にしておくと有効です。

❸ 

❹ 

❺ 

❻

❺ 

❼

➊ 

❷ 

❼ 

【ワンポイント】 
屋根⾃動⼊⼒後に屋根タイプを
確認する場合は、「変更」ボタンを
押して屋根を選択します。イメージ
確認は、3D プレビューで確認しま
す。 
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屋根 ⼿動⼊⼒の屋根タイプ（屋根１〜５）の選択変更 

【操作解説２】︓屋根タイプ（材質の異なる）屋根⾯の⼊⼒⽅法
⼿動で屋根⾯を⼊⼒する場合は、（屋根１〜５）の個別の屋根⾯を⼊⼒する事が可能です。 
上階の⼤屋根と下屋の屋根⾯の屋根タイプを分ける事で材質の変更をスムーズに⾏えます。 

❶１階の点線のエリアに補助線を活⽤して⼿動で屋根の範囲を⼊⼒します。
屋根⼊⼒ダイアログ内の❷「屋根１ 選択材質」を押します。❸「屋根材質変更ダイアログ」を開き
ます。❹屋根タイプ「屋根１」から「屋根２」に変更して屋根⾯のグループ分けを⾏います。
❺「ＯＫ」を押すと❻「屋根２」のタイプが⼊⼒されて材質も反映されます。
【ワンポイント】
※３Ｄプレビューを起動しながら⼊⼒する事で材質や建具の取り合いも確認できます。

❷ 

❸ 
❹

❺

屋根タイフ゜別⼊⼒ 

屋根⼊⼒の際に屋根タイプを分けて⼊⼒する事でパース⽤の材質や⽴⾯図での
ハッチングを事前に設定する事が可能です。

次のページでは、「変更」機能を活⽤した屋根タイプの操作を解説します。

➊

❻
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【操作解説３】︓指定⾯の屋根をタイプの変更（材質・ハッチングの変更） 

❶右サイドメニューから「変更」アイコンを押し 1 階「屋根２」を選択します。
屋根⼊⼒ダイアログ内の❷「屋根２ 選択材質」を押します。❸「屋根材質変更ダイアログ」
を開きます。❹屋根タイプ「屋根２」から「屋根３」に変更して❺「ＯＫ」を押すと
❻「割付⾯選択ダイアログ」が開きます。

●「選択中の屋根のみに割付」をチェックして❼「ＯＫ」を押します。
❽屋根タイプが「屋根３」になり、「材質」が変更されます。

❷

➊

❺

❸
❹

❻

❼

❽
※「プレビュー⾃動」にチェックを⼊れ
ておくと

・3D プレビューが⾃動起動します。

・3D プレビューが起動している場合
は、3D データが⾃動更新されます。

割付⾯選択ダイアログ

⼊⼒済の屋根タイプの変更  屋根タイプが複数割り付けられている場合の材質変更 

割付⾯選択
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【操作解説４】︓同⼀階の屋根⾯に割付 複数の屋根⾯を⼀括で変更する。

❶右サイドメニューから「変更」アイコンを押し 1 階「屋根２」を選択します。
❶〜❺までの操作は、前ページと同じです。

❻「割付⾯選択ダイアログ」が開きます。
●「同⼀階の屋根⾯に割付」をチェックして❼「ＯＫ」を押します。

❽同⼀階にある屋根⾯が「屋根３」になり、「材質」が変更されます。

割付⾯選択ダイアログ

➊

❷

❺

❸
❹

❻

❼

❽

⼊⼒済の屋根タイプの変更  屋根タイプが複数割り付けられている場合の材質変更 

割付⾯選択 
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【操作解説５】︓全ての屋根⾯に割付 複数の屋根⾯を⼀括で変更する。

❶右サイドメニューから「変更」アイコンを押し 1 階「屋根２」を選択します。
❶〜❺までの操作は、前ページと同じです。

❻「割付⾯選択ダイアログ」が開きます。
●「全ての屋根⾯に割付」をチェックして❼「ＯＫ」を押します。

❽屋根⾯全てが「屋根３」になり、「材質」が変更されます。

➊

❷

❺

❸
❹

割付⾯選択ダイアログ

❻

❼

❽

割付⾯選択 

⼊⼒済の屋根タイプの変更  屋根タイプが複数割り付けられている場合の材質変更 
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❻

❼

割付⾯選択 

【操作解説６】︓割り付け済の屋根タイプを⼊れ替える。

１階の「屋根１」と 2 階の「屋根１」を⼀括で「屋根２」の材質に変更する。

❶右サイドメニューから「変更」アイコンを押し 1 階「屋根１」を選択します。
❶〜❺までの操作は、前ページと同じです。

❻「割付⾯選択ダイアログ」が開きます。
●「割付済の屋根タイプを⼊れ替える」をチェックして❼「ＯＫ」を押します。

➊

❷

❺

❸ ❹

割付⾯選択ダイアログ

❽

⼊⼒済の屋根タイプの変更  屋根タイプが複数割り付けられている場合の材質変更 
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【操作解説７】︓⽞関庇の（材質・ハッチング）割り付け設定。

※⽞関庇は、⼿動⼊⼒後に「屋根⼊⼒ダイアログの「❸⽞関庇」を選択して⼊⼒を⾏います。

❶左サイドメニューから「補助線」を活⽤して⽞関庇の❷範囲を⼊⼒します。❶「屋根⼊⼒」アイコンを押し⽞関庇を⼊⼒します。
屋根⼊⼒ダイアログ「⽞関庇❸」を押します。❹「⽞関庇 選択材質」を押して❺屋根材質変更から⽞関庇の材質を確認します。
❻「ＯＫ」を押し「屋根⼊⼒ダイアログ❼ＯＫ」を押して「⽞関庇」の⼊⼒を確定します。

❽3D プレビューで⽞関庇の⼊⼒イメージが確認できます。

➊ ❷

❸

❹

❼

❺

❻
❽

⽞関庇の屋根タイプについて 
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【操作解説８】︓屋根タイプのハッチング設定を⾏っておく事で、⽴⾯図の⾃動作成へハッチングが連動します。

❶のハッチング画像を押すと❷「ハッチング選択画⾯」に⼊ります。
「ハッチング種類」と縦横⼨法を「屋根１〜５」「屋根庇」に登録して割り付ける事で⽴⾯図に連動します。

「屋根１〜５」「屋根庇」の割り付け⽅法は、前ページまでの操作⽅法と同じです。
屋根タイプの割り付けを⾏う事で「パース⽤の材質」と「⽴⾯図⽤のハッチング」の同時⼊⼒が可能になります。

⽴⾯図 ⾃動出⼒ 

屋根１ 

屋根５ 

❷
➊

【注︓屋根⼊⼒と間取りプランを⼊⼒確定してから「外装モードの外壁割付」を⾏ってください。
外壁割付後に「屋根の⼊⼒/編集」を⾏う事により、外壁と屋根の接合部の⾃動整合を⾏い外壁の
再割り付けを⾏うケースがあります。

注釈︓この基本操作マニュアルの記載内容につきましては、更新プログラム公開時期により、プログラム動作との差異が発⽣

する場合がありますのでご了承下さい。

屋根タイプ（外壁１〜５）のハッチング（⽴⾯図への連動） 


